
坂道だってへっちゃら！
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　降り積もった雪の十二湖で行われた歩くス
キーの集い。講師から体重移動や歩き方のア
ドバイスを受けた参加者は、軽快に森を散策
しました。
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ま
ち
づ
く
り
へ
尽
力

　

新
春
の
１
月
６
日
、
町
民
の
生
命
・
身

体
・
財
産
を
守
り
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防

団
の
出
初
式
が
、
浜
町
臨
港
道
路
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
関
係
者
が
観
閲
す
る
中
、
約
３
０
０
人
の

団
員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及

び
分
列
行
進
を
実
施
。
消
防
団
の
規
律
と
技

術
の
練
磨
に
よ
る
日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発

揮
し
よ
う
と
、
士
気
盛
ん
に
行
動
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典

で
は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優

良
団
員
な
ど
を
表
彰
。
角
谷
喜
春
消
防
団
長

が
「
消
防
活
動
の
使
命
に
誇
り
を
持
ち
、
地

域
住
民
か
ら
大
き
な
信
頼
を
勝
ち
得
る
べ
く
、

よ
り
一
層
技
術
の
練
磨
に
励
も
う
」
と
訓
示

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
県

知
事
表
彰
を
受
章
し
た
第
７
分
団
団
長
の
成

田
清
浩
さ
ん
（
12
区
）
が
「
あ
ず
ま
し
い
安

全
な
町
づ
く
り
に
尽
力
す
る
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
近
年
は
、
風
水
害
や
行
方
不
明
者
捜
索
な

ど
、
出
動
回
数
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

消
防
団
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
団
員

は
『
災
害
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ

く
り
』
の
実
現
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
章

　
団
長　
　
　
本
部　
　
　
　
角
谷　
喜
春

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章

　
分
団
長　
　
第
７
分
団　
　
成
田　
清
浩

　
副
分
団
長　
第
８
分
団　
　
野
呂　
裕
之

　
副
分
団
長　
第
13
分
団　
　
藤
田　
　
勉

　
副
分
団
長　
第
15
分
団　
　
佐
藤　
敏
幸

　
副
分
団
長　
第
20
分
団　
　
川
口　
博
喜

　
部
長　
　
　
第
９
分
団　
　
吉
田　
昭
彦

　
部
長　
　
　
第
22
分
団　
　
松
井　
雅
博

　
班
長　
　
　
第
３
分
団　
　
鎌
田　
隆
志

　
班
長　
　
　
第
11
分
団　
　
長
谷
川
克
二

　
班
長　
　
　
第
11
分
団　
　
長
谷
川
孝
也

　
団
員　
　
　
第
４
分
団　
　
永
谷　
　
勉

　
団
員　
　
　
第
17
分
団　
　
松
宮　
一
仁

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上

　
分
団
長　
　
第
１
分
団　
　
会
津　
国
昭

　
部
長　
　
　
第
19
分
団　
　
川
口　
俊
之

　
班
長　
　
　
本
部　
　
　
　
萱
森
真
恵
子

　
班
長　
　
　
第
１
分
団　
　
吉
井　
育
男

　
班
長　
　
　
第
６
分
団　
　
成
田　
幸
喜

　
班
長　
　
　
第
14
分
団　
　
松
沢　
義
巳

　
班
長　
　
　
第
21
分
団　
　
原
田　
孝
義

　
班
長　
　
　
第
24
分
団　
　
松
田
喜
美
好

優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
上
田　
春
美

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
山
口　
昌
子

　
団
員　
　
　
本
部　
　
　
　
増
冨
伊
津
子

　
団
員　
　
　
第
１
分
団　
　
兵
藤　
　
剛

　
団
員　
　
　
第
２
分
団　
　
飯
島　
正
和

　
団
員　
　
　
第
２
分
団　
　
島
川　
政
之

　
団
員　
　
　
第
３
分
団　
　
坂
崎　
清
行

　
団
員　
　
　
第
４
分
団　
　
大
沢　
洋
介

　
団
員　
　
　
第
４
分
団　
　
松
岡　
淳
一

　
団
員　
　
　
第
４
分
団　
　
大
沢
晶
由
実

　
団
員　
　
　
第
６
分
団　
　
岩
根　
真
治

　
団
員　
　
　
第
６
分
団　
　
小
宮
山
拓
郎

　
団
員　
　
　
第
６
分
団　
　
西
﨑　
雄
太

　
団
員　
　
　
第
７
分
団　
　
松
沢　
公
博

　
団
員　
　
　
第
７
分
団　
　
黄
金
崎
芳
幸

　
団
員　
　
　
第
７
分
団　
　
西
崎　
　
勉

　
団
員　
　
　
第
８
分
団　
　
山
内　
　
拓

　
団
員　
　
　
第
９
分
団　
　
坂
崎
祐
一
郎

　
団
員　
　
　
第
10
分
団　
　
兼
平　
弘
昭

　
団
員　
　
　
第
11
分
団　
　
岩
谷　
泰
之

　
団
員　
　
　
第
12
分
団　
　
江
良　
　
益

　
団
員　
　
　
第
13
分
団　
　
岩
谷　
誠
悟

　
団
員　
　
　
第
13
分
団　
　
小
山
内
奨
太

　
団
員　
　
　
第
16
分
団　
　
草
訳　
正
秀

　
団
員　
　
　
第
17
分
団　
　
木
村　
　
学

　
団
員　
　
　
第
20
分
団　
　
七
戸　
順
一

　
団
員　
　
　
第
22
分
団　
　
小
山
内
雅
俊

　
団
員　
　
　
第
22
分
団　
　
藤
田　
憲
史

　
団
員　
　
　
第
23
分
団　
　
齊
藤　
文
紀

　
団
員　
　
　
第
23
分
団　
　
鈴
木　
善
浩

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

　
第
２
分
団
（
岡
町
）

　
第
４
分
団
（
追
良
瀬
）

　
第
15
分
団
（
晴
山
）

　
内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
分
団
長
以
上
で
夫
婦
と

し
て
受
章
し
た
方

　
分
団
長　
　
第
14
分
団

吉
田　
　
敦
・
裕
香
子

　
分
団
長　
　
第
17
分
団

小
枝　
裕
幸
・
栄　
子

　
　
　
　

一
家
三
代
消
防
団
員
表
彰

　
第
８
分
団　
団
員　
　
　
　
野
呂　
克
彦

　
　
父　
　
現
副
団
長　
　
野
呂　
克
教

　
　
祖
父　
元
団
員　
　
　
野
呂　
克
巳

　
第
11
分
団　
団
員　
　
　
　
古
川　
翔
太

父　
　
元
班
長　
　
　
古
川　
聖
一

祖
父　
元
分
団
長　
　
古
川　
輝
美

　
第
15
分
団　
団
員　
　
　
　
佐
藤　
　
真

　
父　
　
元
部
長　
　
　
佐
藤　
敏
道

祖
父　
元
分
団
長　
　
佐
藤
孝
一
郎

　
第
16
分
団　
団
員　
　
　
　
岩
谷　
大
祐

父　
　
元
副
分
団
長　
岩
谷　
強
美

祖
父　
元
分
団
長　
　
岩
谷　
万
蔵

　
最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　
深
浦
町
消
防
団　
第
１
中
隊

      

災
害
の
な
い
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
へ
尽
力

〜
深
浦
町
消
防
団
出
初
式
〜
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第
７
回「
深
浦
町
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
を
紹
介
し
ま
す

　
深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い
、

未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
感
性
や
創
造
力
を

育
て
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
、
「
わ
た
し
が

描
い
た
絵
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
町
内
小
中

学
校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
１
５
２
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作

品
は
、
２
月
27
日
㈮
ま
で
深
浦
町
美
術
館
で

展
示
し
ま
す
。
展
示
期
間
中
の
町
民
の
入
館

料
は
無
料
で
す
の
で
、
ご
家
族
で
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

　

小
学
生
の
部
入
賞
者

　

１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
前
田　
栞
菜
（
修
道
小
）

優
秀
賞　
　
岸
本　
楓
華
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
田
沢　
美
空
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
野
呂　
心
菜
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
岩
谷　
彗
流
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
田
附　
怜
奈
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
大
谷　
百
華
（
い
わ
さ
き
小
）

　

２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
根
上
恵
二
朗
（
修
道
小
）　

優
秀
賞　
　
永
谷　
佳
太
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
平
沢　
　
葵
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
工
藤
ま
ゆ
ら
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
松
下　
恵
一
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
川
村
真
門
亜
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
猿
田　
莉
生
（
い
わ
さ
き
小
）

　

３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
小
野　
頼
輝
（
深
浦
小
）　

優
秀
賞　
　
岩
谷　
　
煌
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
前
田　
快
璃
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
粟
谷　
　
旭
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
前
田　
悠
人
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
鹿
内
さ
く
ら
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
渡
邊
あ
ゆ
み
（
い
わ
さ
き
小
）

　

４
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
藤
原　
優
海
（
い
わ
さ
き
小
）

優
秀
賞　
　
山
下　
駿
介
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
伊
藤　
琉
聖
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
西
﨑　
佳
那
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
岩
谷　
大
雅
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
川
幡　
大
輝
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
笹
森　
優
来
（
い
わ
さ
き
小
）

　

５
年
生
の
部　

最
優
秀
賞　
今
村　
　
和
（
修
道
小
）

優
秀
賞　
　
成
田　
恵
実
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
坂
崎　
優
杏
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
山
本　
依
吹
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
伊
藤　
野
愛
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
大
川　
葵
生
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
徳
田　
玲
桜
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
菊
池　
紫
月
（
い
わ
さ
き
小
）

　

６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
下
山　
み
こ
（
深
浦
小
）　

優
秀
賞　
　
齋
藤　
譲
一
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
秋
元　
　
優
（
深
浦
小
）

入
賞　
　
　
黒
滝　
真
翔
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
安
田　
月
那
（
修
道
小
）

入
賞　
　
　
岩
森　
新
一
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
秋
穂　
航
汰
（
い
わ
さ
き
小
）

入
賞　
　
　
川
幡
真
柚
子
（
い
わ
さ
き
小
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

　

１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
山
本　
海
夢
（
深
浦
中
）

優
秀
賞　
　
工
藤　
　
鈴
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
小
島　
千
奈
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
小
野　
詩
音
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
藤
森
万
里
奈
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
原
田　
佳
奈
（
深
浦
中
）

入
賞　
　
　
山
本
美
乃
里
（
深
浦
中
）

　

２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
岡
田
す
み
れ
（
深
浦
中
）　

優
秀
賞　
　
三
浦　
弥
生
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
古
川　
友
海
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
山
下　
涼
介
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
根
上　
玲
華
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
小
野　
精
華
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
近
藤　
世
梧
（
深
浦
中
）

　

３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　
玉
熊　
知
佳
（
大
戸
瀬
中
）　

優
秀
賞　
　
山
下　
　
咲
（
大
戸
瀬
中
）

入
賞　
　
　
木
村　
雪
乃
（
大
戸
瀬
中
）

１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

前
田　

栞
菜
（
修
道
小
）

「
ど
う
ぶ
つ
ひ
ろ
ば
を
た
ん
け
ん
だ
」

４
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

藤
原　

優
海
（
い
わ
さ
き
小
）

「
つ
か
ま
え
た
大
き
い
カ
ニ
」

作
品
へ
の
思
い
　
夏
に
森
山
海
岸
に
行
っ
た
時
、

と
っ
て
も
大
き
い
カ
ニ
を
つ
か
ま
え
ま
し
た
。
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

中
学
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

山
本　

海
夢
（
深
浦
中
）

「
神
明
宮
」

２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

根
上
恵
二
朗
（
修
道
小
）　

「
コ
ブ
ラ
の
せ
か
い
」

５
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

今
村
　
　
和
（
修
道
小
）

「
夜
や
っ
て
く
る
サ
ン
タ
」

作
品
へ
の
思
い
　
サ
ン
タ
は
し
ず
か
な
町
に
し
か

や
っ
て
こ
な
い
と
伝
え
た
い
。
顔
を
ほ
る
の
が
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。

作品への思い　ぼくは、コブラに変身し
てマグマの間に行った。ミッションをク
リアして天国に行くぞ。

作品への思い　どうぶつひろばでいろい
ろなどうぶつを見ました。くじゃく、ヤ
マアラシ、アライグマなどがいました。
かわいいけど、ちょっとこわいな。

３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

小
野　

頼
輝
（
深
浦
小
）　

「
大
き
な
タ
コ
と
っ
た
ぞ
」

作
品
へ
の
思
い
　
大
き
い
た
こ
が
と
れ
て
う
れ
し
か

っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
あ
と
、
た
こ
の
き
ゅ
う
ば

ん
を
細
か
い
け
ど
上
手
に
ほ
れ
た
の
で
良
か
っ
た
で
す
。

中
学
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

岡
田
す
み
れ
（
深
浦
中
）

「
深
浦
葬
祭
裏
」

作品への思い　草木の色が際立つように努め
た。奥行きが出るよう工夫した。

６
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

下
山　

み
こ
（
深
浦
小
）

「
花
」

作品への思い　一つ一つ華やかな花にして、色をカラフ
ルにしました。特にバラを目立つようにしました。

作品への思い　深浦を代表する神社であり、頑張
って細部まで色を塗りました。

中
学
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞　

玉
熊　

知
佳
（
大
戸
瀬
中
）

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

作
品
へ
の
思
い
　
こ
の
作
品
は
、
長
い
冬
を
冬
を
越

え
て
春
に
華
々
し
く
サ
ク
た
ん
ぽ
ぽ
と
受
験
生
の
自

分
を
重
ね
合
わ
せ
、
困
難
な
事
が
あ
っ
て
も
耐
え
抜

く
さ
ま
を
表
し
、
私
の
今
の
理
想
像
を
描
き
ま
し
た
。
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功
績
を
た
た
え
る

功
績
を
た
た
え
る

地区選抜で活躍（上段左から村上さん、古川さん、山下さん、
大沢さん、山本さん、下段左から神馬さん、小角さん、岩谷さん、
小林さん、松井さん）

２年連続で特別スポーツ賞を受賞した磯辺日奈子さん

功
績
を
た
た
え
る

　

特
別
ス
ポ
ー
ツ
賞

磯
辺
　
日
奈
子
（
修
道
小
６
年
・
関
）

第
17
回
全
日
本
小
学
校
女
子
相
撲
大
会
６

年
の
部　
第
２
位

　

ス
ポ
ー
ツ
賞

堀
内
　
亮
磨
（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
正

久
）　

堀
内
　
拓
磨
（
五
所
川
原
第
一
高
２
年
・
正

久
）剣

誠
旗
高
校
剣
道
大
会
団
体
戦　
第
２
位

成
田
　
健
登
（
鰺
ヶ
沢
高
３
年
・
12
区
）

第
69
回
青
森
県
選
手
権
水
泳
競
技
大
会
２

０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
優
勝

山
﨑
　
勇
真
（
五
所
川
原
農
林
高
１
年
・
北

金
１
区
）

第
22
回
東
北
高
校
相
撲
選
抜
大
会　
個
人

80
〜
１
０
０
㎏
級　
優
勝

小
山
　
樹
里
（
弘
前
実
業
高
２
年
・
12
区
）

第
14
回
青
森
県
春
季
高
等
学
校
卓
球
選
手

権
大
会　
団
体　
優
勝

佐
藤
　
美
羽
（
深
浦
中
３
年
・
６
区
）

第
38
回
青
森
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
卓
球
競
技
会　
個
人
戦　
優
勝

工
藤
　
怜
奈
（
修
道
小
６
年
・
北
金
３
区
）

第
23
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　
練
成
二
部　
小
学
二
部
・
三

部　
女
子
形　
女
子
形
、
組
手　
優
勝

工
藤
　
碧
流
（
修
道
小
４
年
・
北
金
３
区
）

第
23
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　
練
成
二
部　
小
学
二
部　
男

子
組
手　
優
勝

清
水
谷
　
光
哉
（
修
道
小
４
年
・
柳
田
）

第
23
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　
練
成
二
部　
小
学
二
部　
男

子
形　
優
勝

今
　
祐
真
（
深
浦
小
３
年
・
崎
の
町
）

第
23
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　
練
成
一
部　
小
学
二
部　
男

子
形　
優
勝

岩
崎
中
学
校
女
子
卓
球
部

第
65
回
青
森
県
中
学
校
体
育
大
会
夏
季
大

会　
団
体　
優
勝

※

岩
崎
中
卓
球
部
は
県
新
人
卓
球
大
会
第

３
位
で
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
も
受
賞

西
つ
が
る
地
区
選
抜
野
球
チ
ー
ム

　
平
成
26
年
深
浦
町
文
化
賞
及
び
ス
ポ
ー
ツ

賞
表
彰
式
が
１
月
29
日
、
町
民
文
化
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
種
大

会
で
優
れ
た
成
績
を
挙
げ
た
個
人
34
名
と
５

団
体
に
、表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
本
間
昭
夫
教
育
委
員
長
が

「
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
こ
と
に
感

謝
す
る
。
受
賞
者
の
１
年
間
の
活
躍
に
は
目

を
見
張
る
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
期
待
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
特
別
文
化
賞

を
受
賞
し
た
三
浦
佑
太
さ
ん
（
五
所
川
原
農

林
高
３
年
）
が
、
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全

国
大
会
意
見
発
表
会
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

農
業
後
継
者
と
し
て
の
力
強
い
決
意
を
込
め

た
テ
ー
マ
「
田
畑
を
照
ら
す
希
望
の
光
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
奥
村
寧
々

香
さ
ん
（
岩
崎
中
３
年
）
が
「
指
導
し
て
く

れ
た
先
生
方
や
温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
家

族
の
お
か
げ
で
、
県
大
会
で
優
勝
で
き
た
。

こ
の
受
賞
を
励
み
に
今
後
も
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
、
お
礼
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
文
化
部
門
や
個
人
競
技
の
ほ
か
、
団
体
競

技
で
の
活
躍
が
目
立
っ
た
今
年
の
表
彰
式
。

指
導
者
や
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
地
域
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
胸
に
、
更
な
る

技
術
の
向
上
を
目
指
し
、
日
々
努
力
す
る
受

賞
者
の
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔
小
角
一
誠
（
深
浦
中
３
年
・
３
区
）
岩

谷
敬
裕
（
大
戸
瀬
中
３
年
・
北
金
３
区
）

小
林
透
（
大
戸
瀬
中
３
年
・
北
金
３
区
）

松
井
拓
人
（
岩
崎
中
３
年
・
松
神
）
神
馬

航
平
（
岩
崎
中
３
年
・
沢
辺
）
〕

東
北
イ
ー
グ
ル
ス
杯
東
北
中
学
校
選
抜
野

球
大
会　
第
３
位

　

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

秋
穂
　
晴
菜
（
能
代
松
陽
高
２
年
・
正
久
）

第
65
回
秋
田
県
民
体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
競
技　

２
部
少
年
女
子
複　
優
勝

岩
谷
　
勇
希
博
（
鰺
ヶ
沢
高
３
年
・
岩
坂
）

第
67
回
青
森
県
高
等
学
校
相
撲
春
季
大
会

団
体　
第
３
位

磯
辺
　
奈
央
（
鰺
ヶ
沢
高
１
年
・
関
）

第
67
回
青
森
県
高
等
学
校
相
撲
春
季
大
会

80
㎏
未
満
級　
第
２
位

岩
谷
　
楽
（
大
戸
瀬
中
３
年
・
岩
坂
）

第
44
回
全
国
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
青

森
県
予
選
会　
個
人
軽
量
級　
第
２
位

岩
根
　
将
太
（
深
浦
小
５
年
・
塩
見
崎
）

第
11
回
全
国
ホ
ー
プ
ス
選
抜
卓
球
大
会
青

森
県
予
選
会　
第
３
位

山
本
　
光
美
（
木
造
高
２
年
・
風
合
瀬
）

第
39
回
青
森
県
高
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

女
子
走
り
幅
跳
び　
第
２
位

佐
藤
　
佳
奈
（
深
浦
小
２
年
・
７
区
）

第
23
回
日
本
空
手
協
会
青
森
県
空
手
道
選

手
権
大
会　
練
成
一
部　
小
学
一
部　
女

子
形　
第
３
位

　

特
別
文
化
賞

三
浦
　
佑
太
（
五
所
川
原
農
林
高
３
年
・
風

合
瀬
）

第
65
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会

意
見
発
表
会　
食
料
・
生
産
区
分　
優
秀

賞
　

文
化
賞

蒲
田
　
正
則
（
深
浦
俳
句
会
・
風
合
瀬
）

白
神
赤
石
の
四
季
コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
３

俳
句
部
門　
最
優
秀
賞

藤
田
　
法
子
（
深
浦
町
役
場
・
12
区
）

ご
当
地
め
い
す
い
く
ん
総
選
挙
（
イ
ラ
ス

ト
）　

１
位
、
２
位

松
井
　
佑
人
（
明
治
学
院
大
学
１
年
・
松

神
）第

９
回
東
奥
少
年
少
女
文
芸
大
会
短
歌
部

門　
天
位

﨑
野
　
志
歩
（
五
所
川
原
高
３
年
・
田
野

沢
）第

58
回
書
宗
院
展　
学
生
部　
優
秀
賞　

宮
川
　
瑠
花
（
五
所
川
原
農
林
高
２
年
・
北

金
３
区
）

第
65
回
青
森
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大

会
ク
ラ
ブ
活
動
紹
介
発
表
会　
最
優
秀
賞

深
浦
町
体
育
協
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部

第
69
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　
第
２
位

深
浦
町
体
育
協
会
剣
道
部

第
69
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　
第
３
位

深
浦
町
体
育
協
会
相
撲
部

第
69
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会

町
村
の
部　
第
３
位

西
つ
が
る
地
区
選
抜
野
球
チ
ー
ム

〔
村
上
大
和
（
深
浦
中
２
年
・
舮
作
）
大

沢
亘
（
深
浦
中
２
年
・
塩
見
崎
）
古
川
恋

（
大
戸
瀬
中
２
年
・
関
）
山
本
連
（
大
戸

瀬
中
２
年
・
北
金
２
区
）
山
下
大
輝
（
大

戸
瀬
中
２
年
・
田
野
沢
）
〕

平
成
26
年
度
中
学
生
強
化
事
業
交
流
会　

第
２
位
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ケガ予防のために柔軟性アップ！良い年になるよう乾杯

マグロについて語る野呂さん

直面する農業問題を考える

雪景色の中を軽快に歩くワークショップで新たな資源を掘り起こす

地域を見る目の重要性を語る丁野さん

１
10

１
24

ウォッチング

まちか
ど

ウォッチング
みなさんの身近な話題・行事・出来事な
どの情報をお寄せ下さい。
深浦町企画財政課　企画調整係

電話　74－2113

体を動かし元気いっぱい体を動かし元気いっぱい
　放課後子ども教室「レッツ！ふかうら」の合同イベントが、修
道小学校体育館で行われました。
　南、中央、北の３教室の交流を図ることを目的とした本イベン
トには、29名が参加。チーム対抗のミニ運動会やスポーツチャ
ンバラ、柔軟性や瞬発力を養うスポーツ教室に挑みました。
　雪が降り続くあいにくの天候でしたが、子どもたちは寒さに負
けず元気いっぱい。チームで協力して競技に取り組み、汗だくに
なりながら体を動かしました。

白銀の世界を散策白銀の世界を散策
　冬期間の運動不足解消と雪化粧した自然を楽しむ歩くスキーの集
いが十二湖地内で行われ、32名が静寂の十二湖を楽しみました。
　今回は、リフレッシュ村を発着として、四五郎の池や金山の池、
糸畑の池を巡るコース。スキーやスノーシューを履いた参加者は、
３班に分かれて白銀の世界を歩きました。
　初参加の方に伺うと「景色もきれいで楽しかった。また参加し
たい」と話し、心地よい疲労感の中に充実した表情を浮かべてい
ました。

新しい年の抱負を語る新しい年の抱負を語る
　新年の抱負を語り、親睦を深める「新春町民放談の集い」が町
民文化ホールで開催され、約100名の町民が新年のあいさつを交
わしました。
　集いに先立ち、深浦マグロボーイズ＆バックダンサーズが切れ
のあるダンスを披露。続いて、吉田町長が「今年は深浦町と岩崎
村の町村合併10周年の年。未来に向け歩みを進め、さらなる一
体感の醸成を図りたい」と、あいさつしました。
　その後、㈱あおもり海山取締役営業部長の野呂英樹さんが「第
一次産業から青森県を元気に」と題した新春の提言を発表。野呂
部長は、首都圏での鮮魚販売等に加え、深浦のマグロを始めとし
た魚介類のＰＲについて紹介し「冷凍加工場を活用して、地域の
一次産業を元気にしたい」と、抱負を語りました。

　稲作農家を中心とした認定農業者や認定新規就農者と町との意
見交換会が、役場礼法室で開催されました。
　米価下落で今後の経営に影響が出始めている中、同会には14
名の農業者が参加。飼料用米への経営シフトや省力化によるコス
ト削減、白神の水を打ち出したＰＲなど、それぞれが抱える問題
について、ざっくばらんに意見を交わしました。
　町では、今回の意見交換会を踏まえ、稲作の再生産に向けた支
援策を検討することとしています。

農業の担い手が集結農業の担い手が集結１
21

　深浦・鰺ヶ沢町及び八峰町の観光事業者など約25名が参加し
た観光資源再発掘勉強会が、深浦観光ホテルで行われました。
　始めに、日本観光振興協会の丁野朗常務理事が講演。丁野氏は
「地域には何でもないことが、観光客には貴重な資源。地域資源
を活かす編集視点を養い、物語を構築しよう」と、呼びかけまし
た。
　続いて講演した㈱ＡＮＡ総合研究所主席研究員の須藤誠氏は、
空港利用者が個人旅行にシフトしていることを示し、新しい切り
口やマーケティング、イメージ戦略による地域活性化について紹
介しました。
　最後に、参加者は２グループに分かれ、ワークショップを実施。
白神や豊かな食など、地域ならではの観光資源を見つめ直し、新
たな魅力を再認識していました。

観光資源を再発掘観光資源を再発掘１
22

１
５

電話

大切な御縁をいただいたお客様に ～ありがとう～ と言われる仕事を心掛けています。
ご用命は 

任せて安心の 
家族葬から一般葬・社葬まで 
ご予算に応じた御葬儀を 
提案・施工いたします。 

病院・施設等からの搬送は安心の緑ナンバー車で！ 
「一般貨物自動車運送事業（霊柩）第４９７号」 
３６５日・２４時間受け付けております。 

厚生労働省認定
１級葬祭ディレクター在籍店 

FAX：74-4546電話（７４）４５３６
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第７分団消防屯所

第13分団消防屯所

平均寿命や健診の重要性に聞き入る

健康へのアドバイスを受ける

新しい消防屯所が完成しました新しい消防屯所が完成しました
　このほど、風水害や火災発生の際に一早く駆け付ける消防団の

活動を支援するため、２か所の消防屯所を整備しました。

　このうち、第７分団（12区）の消防屯所（Ａ＝64.59㎡）は、

ふれあいプラザ恵比寿敷地内に、第13分団（岩坂）の消防屯所

（Ａ＝84.46㎡）は、岩坂福祉センター付近に新たに建設。両屯

所とも待機室と車庫が隣接した木造平屋造となっており、第13

分団屯所にはデジタル無線中継局舎を併設しています。

　長年の老朽化に対処し、円滑な防災消防活動を目指して整備し

た屯所は、近年多発している風水害や地域での火災出動が容易に

なることはもちろん、住民の安全を守る消防団に大きな力を与え

ることが期待されています。

１
27 働くお父さんを元気に！働くお父さんを元気に！

　短命町返上と生活習慣病予防を目的とした「お父さん元気化
ッ！教室」が、追良瀬福祉センターで行われました。
　今回の対象者は、㈱石沢組（代表取締役石沢幸彦）の従業員
27名。同社では、最近病気等で従業員が入院しており、健康増
進へ向けた取組みの必要性を痛感。まずは生活習慣病の予防を学
ぼうと、地域包括ケアセンターの呼びかけに応じ、本教室に参加
しました。
　参加者は、町における死亡原因や死亡時の年齢など平均寿命に
関わる説明を受けた後、自身の健診結果を保健師へ相談。たばこ
やお酒、コレステロールなど生活習慣病予防のアドバイスを受け
ていました。
　地域包括ケアセンターでは、今後も事業所を対象とした健康づ
くり教室を開催することとしています。

むし歯予防の豆知識

金　沢　真　奈
ま な れいみ

 さん

（３　区）

佐　藤　美　麗 くん

（崎の町）

小田桐　百　花
もも か

 さん

（12　区）

本　田　珠　華
しゅ か

 さん

（12　区）

玉　田　優　月
ゆ づき

 さん

（相野山）

石　沢　桃　音
もも ね いる

 さん

（驫　木）

寺　山　琉　唯 くん

（風合瀬）

坂　﨑　理　虎
り とら

 くん

（風合瀬）

福　田　　　稟
りん
 くん

（北金２区）

佐　藤　　　玲
れい
 さん

（柳　田）

藤　田　悠　斗
とはる
 くん

（森　山）

 徳　田　咲　瑚
こに
 さん

（森　山）

　隣同士の歯と歯が２本くっついて生えてしまっている歯のこと
を癒合歯（ゆごうし）と呼びます。下の前歯の２番目と３番目が
癒合している場合が一番多く、乳歯の発現率は４パーセント程度
あると言われています。永久歯より乳歯の方が多く見られる歯の
異常です。癒合歯の根は1本しかない場合もあり、そのため次に生
えてくる永久歯が1本だけだったり、永久歯が小さいことも多く、
生え変わりがスムーズに行われません。永久歯の生え変わりの時
期に、歯科医院で後に生えてくる永久歯の確認をしてもらいまし
ょう。
　日常の歯みがきでは、歯の境目の溝が深く歯垢がたまりやすい
ので、そこからむし歯にしないよう気を付けて仕上げみがきをし
てあげましょう。

むし歯ゼロの子むし歯ゼロの子

大集合を大切に歯
　　　　１月に行われた３歳児健診で、むし歯がなかった子どもたちを紹介します。

9:00～12:00

3:00～6:00

午
前
午
後

○ ○

○ ○

たけくま動物病院

ITOKU
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

至
三
種
町

●
ローソン

●
TUTAYA

ITOKU
●

ホーマック
●

　ももデンタル
　クリニック

●

MEGA
●

至秋田 至大館

四小入口

至
三
種
町

はま
寿司
●

すき家
●

●
ホテルミナミ

●
ホテルミナミ

●くすりの大越
●ちえ美容室

●
ローソン

●
TUTAYA

N

第
四
小
学
校

入院施設有

往 診 快 諾

■ペットホテル・トリミング有
■避妊・去勢手術随時受付
■狂犬病・フィラリア・
　混合ワクチン予防実施
■各種検査、健康診断（血液・
　レントゲン・超音波・内視鏡・
　心電図等）

◎診療時間

秋田県能代市藤山114番地
TEL 0185－89－2666

月 火 水 木 金 土 日・祝日

http://www.takekuma-vet.com/

受
付
時
間
は
終
了
の

30
分
前
ま
で
で
す

○ ○ ○10:00
12:00
〜

3:00
5:00
〜

1:00
3:00
〜

10:00
12:00
〜

○ ○
3:00
5:00
〜

「思いやりの心」と「明るく誠実に接する」動物病院を目指しています。
狂犬病予防注射は病院で随時接種できます。メールアドレス goichi_tushin1@tenor.ocn.ne.jp 

ホームページ http: // goichiko.jp / tsushin /  

☆平成27年2月16日
   ～ 4月 2日

出願書類の審査と面接結果
で合否を判定します。 

出願期間

3･4年次 1年次 2年次 

74スクーリング 
（毎週金・土曜） 
隔週のレポート 
（プリント学習） 

特別活動 
（行事・ＬＨＲ等） 
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認知症について

カイロプラクティック施術（全身） ¥3,000
　　　　 お試し15分（骨盤調整） ¥1,000
フェイシャルケアコース  ¥5,000

〈健康グッズを取り扱っています〉ご相談ください！
　布団、枕、骨盤保護パンツ、健康補助食品（サプリ）、化粧品・・etc

カイロプラクティック院　らっきー

広告募集中!!広告募集中!!広告募集中!!
会社やお店の宣伝・
イベントの告知に
ご利用ください!

問合せ先
企画財政課　企画調整係

74－2113

　

健　康
万歩計
健　康
万歩計 す こ や か

宮　重　希　典　先生
みやしげ内科クリニック・院長

今 月 の
ドクター

　高尿酸血症は「生活習慣病の入口」と言われ、糖

尿病や高血圧、脂質異常など他の生活習慣病を合併

し易いと言われています。

１．尿酸の産生と排泄のバランスが崩れると

　私たちの体は毎日新陳代謝を行っています。こ

の時、細胞の構成部分であるプリン体が代謝され

て尿酸という物質ができます。また運動や糖分や

アルコールの分解などでエネルギーを消費する時

にも尿酸が作られます。プリン体はその７～８割

が体内で出来、２～３割が食品から摂取されま

す。

　尿酸は血液や関節液などの体液に溶けて一定量

が体に貯められています。これを尿酸プールと呼

びます。余分な尿酸は7 割が尿から、残りが便や

汗から排泄されます。健康な人では１日に約700

㎎の尿酸が作られ、ほぼ同量が排泄され尿酸プー

ルは一定に保たれているのですが、このバランス

が崩れて尿酸プールに尿酸が過剰に貯まると尿酸

値が高くなります。この状態が高尿酸血症です。

２．７㎎/㎗を越えると高尿酸血症

　尿酸値が７㎎/㎗を越えると高尿酸血症と診断

されます。この状態を放置しておくと痛風をはじ

め、さまざまな合併症を起こす可能性が高くなり

ます。日本人は民族的に尿酸を排泄しにくい体質

で、尿酸値が上がり易いのですが、この50年で

痛風患者さんが増加しています。その大きな要因

は、食生活の変化です。高カロリーでプリン体や

糖質の多い食事です。

３．関節に激痛を起こす痛風

　尿酸は水に溶けにくく結晶化し易い物質で、著

しく増えると関節でナトリウムと結びついて結晶

を作ります。関節内に結晶が貯まり白血球などが

これを排除しようとして強い炎症が起き、激痛と

腫れを引き起こします。これが痛風発作です。場

所は、足の親指のつけ根が一番多く、足の甲、か

かと、ひざ、肩、肘、手指などでも見られます。

４．腎臓や尿路にも尿酸結晶が沈着

　関節に次いで尿酸の結晶が沈着し易いのが腎臓

です。高尿酸血症では腎組織に結晶が沈着し、さ

らに尿酸が排泄されにくくなり、結晶が貯まって

この悪循環から腎機能が低下していきます。これ

が痛風腎です。また尿路（腎臓、尿管、膀胱、尿

道）に結石ができるのが尿路結石です。

５．高尿酸血症は生活習慣病の入口

　尿酸の増えるような生活は、血糖もコレステロ

ールも中性脂肪も増えやすい生活であり、若い頃

から高尿酸血症の人はメタボリックシンドロー

ム、糖尿病、高血圧症、脂質異常症になり易いの

です。その結果、動脈硬化が進展して心筋梗塞や

脳梗塞を発症する危険を高めます。

　以上より、良好な尿酸値を維持していく事が将来

の健康寿命にとってとても大切な事です。

　健康万歩計は、西北五医師会が、皆さんが
健康で元気に過ごすための必要な情報を提供
し、ドクターからのアドバイスを紹介するコ
ーナーです。

高尿酸血症について す こ や か

【認知症とは】
　認知症は脳の病気です。多くはアルツハイマー型認知症・脳血管性認知症ですが、近年、レビー小体型認
知症と診断される方も増えてきています。
　例えば「人の名前が思い出せない」のは単なるもの忘れで、脳の自然な老化現象ですが、認知症の場合は、
家族と自分の関係そのものがわからなくなるなど、周囲の状況を把握したり判断したりする力が衰えていく
のが特徴です。
　予防のためには、適度な運動・適切な栄養・たばこを吸わないといった生
活習慣が望ましいとされています。また、簡単な計算・音読・他者との交流
（会話など）も効果的と考えられています。
【地域で支える認知症】
　認知症になってしまうと、様々な問題行動があらわれる場合もあります。
しかし、お薬の管理、そして家族や周囲の支えがあれば、地域で暮らしてい
くことができます。そのためには、皆さん自身も認知症についての正しい知識を身につける必要があります。
　認知症についての正しい知識を身につけ、認知症の方の尊厳を大切にし、寄り添う気持ちで関わってくだ
さるようお願いいたします。
【認知症かな？　－気づきは普段の生活から－】
　ご自分のまわりの高齢者を思い浮かべてみてください。その方たちが、いつもと違う時間に家の外を歩い
ている・日中なのに家の電気がつけっぱなし・知らない人が頻繁に訪れているといった、皆さんが「何か気
になる」と感じた時が、そのサインです。そして、「いつもとちょっと違う・・・」と感じたときに、地域
ぐるみで対応することが必要です。
【相談は？　－早めの受診がカギ－】
　「年だから仕方ない」、「あんなにしっかりしていた人が認知症になるわけがない」、「たまたま調子が良く
ないのだろう」といった周囲の人の思い込みも、認知症が見つかりづらくなっている要因の一つです。
　もし、家族や知り合いの行動を見たり聞いたりして、気になるようであれば、認知症の専門医を受診する
ことをお勧めします。近隣には、下記のような、医療機関もあります。また、受診するかどうか迷うようで
したら、支援センターへご相談いただいても構いません。早めの受診・相談が何より大切です。
◇認知症サポート医のいる管内の病院◇
　　健生五所川原診療所（0173－35－9693）　　布施病院（0173－35－3470）

問合せ先　深浦町地域包括支援センター（76－2042）

肩こり・腰痛・筋肉のほぐし他

深浦町大字風合瀬字大磯135（２階）　上晴山バス停隣
【問合せ】 080-6042-7173（山下）/不定休



1415 ■■■ 広報ふかうら ■■ 広報ふかうら ■■■

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
誕
生
お
め
で
と
う

　

深
校
だ
よ
り

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

太
宰
の
宿
ふ
か
う
ら
文
学

館
が
お
薦
め
す
る
書
籍
を

紹
介
し
ま
す
。

深
浦
校
舎
の
良
い
と
こ
ろ

１　
た
く
さ
ん
の
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る

　
本
校
に
は
、
各
種
検
定
の
資
格
取
得
者
が
毎
年
多
数
い

ま
す
。
検
定
試
験
に
は
、
珠
算
・
電
卓
実
務
（
そ
ろ
ば

ん
・
電
卓
）
、
簿
記
実
務
、
ワ
ー
プ
ロ
実
務
、
情
報
処
理

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門
・
ビ
ジ
ネ
ス
情
報
部
門
）
、
商

業
経
済
、
会
計
、
英
検
、
漢
検
等
が
あ
り
ま
す
。
今
年
度

は
、
英
検
準
２
級
を
は
じ
め
と
し
て
、
１
級
取
得
者
も
多

数
出
て
い
ま
す
。
こ
の
中
の
３
種
目
以
上
で
１
級
に
合
格

し
た
生
徒
に
は
、
全
国
商
業
高
等
学
校
協
会
か
ら
表
彰
状

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
過
去
に
は
６
種
目
で
１
級
合
格
し
た

生
徒
も
お
り
、
生
徒
た
ち
の
目
標
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２　
学
校
行
事
が
充
実
し
て
い
る

　
体
育
祭
、
文
化
祭
の
他
に
も
、
楽
し
い
学
校
行
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と

「
百
人
一
首
大
会
」
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

（
１
）
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
平
成
26
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
12
月
19
日
に
冬
季

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
２
種
目
で
、
男
女
別
に
対

戦
し
ま
し
た
。
優
勝
チ
ー
ム
と
教
員
の
対
抗
戦
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
ば
か
り
は
先
輩
後
輩
関
係
な
く
、
互
い

に
思
い
っ
き
り
対
戦
し
、
熱
気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

（
２
）
百
人
一
首
大
会

　
冬
休
み
明
け
の
１
月
19
日
、
恒
例
の
百
人
一
首
大
会
を

行
い
ま
し
た
。
深
浦
高
校
時
代
か
ら
の
伝
統
あ
る
大
会
で
、

今
年
で
49
回
を
数
え
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
こ
の
日
の
た
め

に
一
首
で
も
多
く
覚
え
よ
う
と
、
各
自
工
夫
と
練
習
を
重

ね
、
本
番
直
前
も
、
プ
リ
ン
ト
を
見
な
が
ら
つ
ぶ
や
い
て

い
る
姿
を
見
か
け
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
上
級
者
リ
ー
グ
と
初
級
者
リ
ー
グ
の
２
リ

ー
グ
制
で
行
い
、
予
選
リ
ー
グ
の
あ
と
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
で
各
リ
ー
グ
で
の
優
勝
を
争
い
ま
し
た
。
上
級
者
の
決

勝
で
は
、
上
の
句
が
読
ま
れ
る
と
同
時
に
札
が
取
ら
れ
る

な
ど
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

３　
一
人
ひ
と
り
に
対
す
る
個
別
指
導

　
本
校
で
は
、
少
人
数
の
特
色
を
生
か
し
、
生
徒
一
人
ひ

と
り
の
志
望
に
合
わ
せ
た
個
別
指
導
を
教
員
団
一
丸
と
な

っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
の
皆
さ
ん
、
是
非
と
も
深

浦
校
舎
に
入
学
し
、
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

今
後
の
行
事
予
定

２
月
16
日（
月
）〜
19
日（
木
）　
期
末
考
査（
１・２
年
次
）

３
月
２
日（
月
）　
表
彰
式
・
同
窓
会
入
会
式

３
月
３
日（
火
）　
卒
業
式

３
月
10
日（
火
）　
青
森
県
立
高
等
学
校
入
学
者
選
抜

　
「
い
ち
え
ふ
」
と
は
、
東
京
電

力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
略

称
で
す
。
こ
こ
で
平
成
二
十
三
年

三
月
の
大
事
故
の
収
束
作
業
に
従

事
し
た
作
者
が
、
自
ら
の
実
体
験

を
基
に
当
時
の
作
業
の
様
子
を
漫

画
と
し
て
描
い
た
作
品
で
す
。

　
現
場
作
業
員
の
目
線
か
ら
の
放

射
線
防
護
対
策
の
現
実
や
、
具
体

的
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
の
手
順

に
つ
い
て
、
詳
細
な
絵
に
よ
っ
て

分
か
り
や
す
く
述
べ
て
い
ま
す
。

　
福
島
第
一
原
発
で
の
仕
事
を
得

た
作
者
を
待
っ
て
い
た
の
は
、
多

重
下
請
け
構
造
と
い
う
現
実
で
あ

り
、
雇
用
条
件
に
書
か
れ
て
い
た

高
給
に
つ
ら
れ
て
働
い
て
も
、
手

元
に
残
る
給
料
は
予
想
よ
り
も
だ

い
ぶ
少
な
か
っ
た
こ
と
、
原
発
作

業
と
い
う
と
放
射
線
の
脅
威
が
取

り
ざ
た
さ
れ
る
が
、
実
際
の
身
近

な
脅
威
は
真
夏
の
暑
い
盛
り
に
日

常
的
に
発
生
す
る
熱
中
症
だ
っ
た

こ
と
な
ど
が
淡
々
と
描
か
れ
て
い

ま
す
。

　
時
を
経
る
に
つ
れ
て
マ
ス
コ
ミ

の
報
道
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
く
福

島
の
原
発
事
故
で
す
が
、
現
在
も

ま
た
過
酷
な
状
況
の
中
で
収
束
作

業
の
た
め
に
働
い
て
い
る
人
た
ち

が
い
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知

ら
さ
れ
る
、
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
い

た
だ
き
た
い
本
で
す
。

福
島
の「
現
実
」が
、こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

『
い
ち
え
ふ

　

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

　
　
　
　
　
　

労
働
記　

１
』

　
　

竜
田
一
人
／
著

講
談
社
／
発
行

太
宰
の
宿

ふ
か
う
ら
文
学
館

今
月
の
一
冊

《１月末日現在》（　）内は前月比

男 …… 4,315人
4,842人
9,157人
3,884世帯

（－10）
（－ 8）
（－18）
（－ 6）

女 ……

計 ……

世帯数
深浦町の総面積　488.86㎢

12
月
21
日
〜
１
月
20
日
ま
で
の
戸
籍
届
出

深浦町の人口と世帯深浦町の人口と世帯

一
富
士
二
鷹
三
茄
子
。
初
夢
に
見
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ
れ
る
も
の
で
す
が
、
私
は
い
ま

だ
に
夢
に
出
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

夢
と
い
え
ば
、
風
邪
気
味
の
時
に
き
ま
っ
て
見
る
夢
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
何
年
か
は
風
邪

も
引
か
ず
に
い
た
の
で
す
が
、
久
し
ぶ
り
に
そ
の
夢
を
見
て
し
ま
い
、
案
の
定
ダ
ウ
ン
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。

38
℃
を
超
え
る
高
熱
と
寒
気
に
襲
わ
れ
た
も
の
の
、
検
査
の
結
果
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

な
い
こ
と
が
判
明
。
幸
い
子
ど
も
た
ち
や
家
族
に
う
つ
ら
ず
、
安
心
し
ま
し
た
。

40
歳
を
目
前
に
し
、
免
疫
力
が
落
ち
た
の
か
思
う
と
少
し
焦
り
を
感
じ
ま
す
。
こ
れ
を
機

会
に
、
今
年
は
「
病
は
気
か
ら
」
を
実
践
す
べ
く
、
気
持
ち
だ
け
は
若
く
し
よ
う
か
な
と
考

え
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

大
物
を
釣
る
腕
の
張
り
肩
の
張
り
　
　
　
　
　
　
　
蒲
　
田
　
磨
　
砂

急
先
鋒
読
ん
で
脳
味
噌
組
み
替
え
る
　
　
　
　
　
　
草
　
野
　
力
　
丸

核
ボ
タ
ン
き
っ
と
誰
か
の
玩
具
箱
　
　
　
　
　
　
　
山
　
野
　
茶
花
子

充
電
が
済
め
ば
ふ
た
た
び
翔
ん
で
み
る
　
　
　
　
　
浜
　
町
　
闊
　
歩

愛
の
糸
き
れ
ず
に
耐
え
て
要
と
す
　
　
　
　
　
　
　
後
　
藤
　
信
　
柳

仕
合
せ
な
時
に
要
を
間
引
き
さ
れ
　
　
　
　
　
　
　
古
　
川
　
博
　
子

わ
く
わ
く
も
ド
キ
ド
キ
も
せ
ず
老
二
人
　
　
　
　
　
乳
　
井
　
光
　
昭

わ
く
わ
く
を
隠
し
て
お
い
た
臍
の
穴
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
か
も
め

ご
結
婚
お
め
で
と
う

ご
結
婚
お
め
で
と
う

♥
大
黒
谷　

雅　

人
（
北
金
３
区
）

中　

嶋　

麗　

子
（
青
森
市
）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

村　
上　
タ　
マ
（
84
歳
）
舮　
　
作

熊　
谷　
篤　
三
（
91
歳
）
横　
　
磯

中　
村　
昭　
一
（
87
歳
）
４　
　
区

上　
田　
克　
文
（
73
歳
）
５　
　
区

野　
呂　
タ　
カ
（
90
歳
）
６　
　
区　

浦　
谷　
孝　
昭
（
60
歳
）
６　
　
区

佐　
藤　
欣　
也
（
89
歳
）
６　
　
区

上　
田　
吉　
義
（
82
歳
）
６　
　
区

森　
山　
み
つ
ゑ
（
93
歳
）
崎
の
町

笹　
森　
ひ　
さ
（
95
歳
）
川
原
町

小　
浜　
幸　
雄
（
80
歳
）
広　
　
戸

坂　
﨑　
辰　
巳
（
81
歳
）
風
合
瀬

一　
戸　
善
五
郎
（
93
歳
）
風
合
瀬

一　
戸　
ヤ　
サ
（
97
歳
）
風
合
瀬

小　
野　
ハ　
マ
（
91
歳
）
田
野
沢

小　
野　
　
坦　
（
80
歳
）
北
金
１
区

田　
澤　
ひ　
で
（
93
歳
）
柳　
　
田

木　
村　
嘉　
榮
（
81
歳
）
柳　
　
田

藤　
田　
サ
ツ
ヱ
（
68
歳
）
岩　
　
坂

原　
田　
　
力　
（
92
歳
）
正　
　
久

神　
馬　
　
茂　
（
60
歳
）
大
間
越

（

）

中　

村　

絆　

愛　

謙　

太　

横　
　

磯

　
　
　
　
　
　
　
　

久
瑠
美

あ
な

り

（

）

平　

岡　

颯　

哉　

康　

春　

塩
見
崎

　
　
　
　
　
　
　
　

有　

希

や

そ
う

（

）

山　

﨑　

瑛
美
莉　

英　

司　

北
金
１
区

　
　
　
　
　
　
　
　

晴　

香

り

え

み

（

）

派　

谷　

埜
乃
愛　

和　

輝　

岩　
　

坂

　
　
　
　
　
　
　
　

里　

織

あ

の

の

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
先
月
号
で
掲
載
し
た
年
齢
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

（
誤
）
　
岩
　
森
　
み
　
き
（
82
歳
）

（
正
）
　
岩
　
森
　
み
　
き
（
88
歳
）



ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　

ちびっこ
　チャン

ピオン　　
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「おにはそと　ふくはうち」

（上段左から）

　も も た　お お がくん（６さい）
　こ　　ん　とらのすけくん（６さい）
　いずみや　ふ う がくん（６さい）
　と よ た　か え でくん（６さい）
　た つ き　こ　　うくん（６さい）

（下段左から）

　そのむら　ぎ よ うくん（６さい）
　い と う　し お んくん（６さい）
　くろたき　そ う あくん（６さい）
　ま え だ　と も きくん（６さい）

柳田保育園のなかよしたち

「おにはそと　ふくはうち」

このコーナーでは、元気いっぱいな園児達の作品を
ご紹介していきます。

発
行
／
青
森
県
深
浦
町
　
編
集
／
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

☎
0
1
7
3―

74―

2
1
1
1
（
代
表
）

ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.119

（　　　）
吉田　來夢ちゃん
　父　広　毅さん　　　　
　母　かおりさん　驫　木

らい む

このコーナーでは、１歳を迎えたチビッコ達をご紹介します

こんなに　元　気　です！
＊
寄
附
者
の
紹
介
＊

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
利
用
し
た
ご
寄
附
を
次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
東
京
都
練
馬
区
　
　
高
　
橋
　
哲
　
雄
　
様

〇
東
京
都
江
戸
川
区
　
根
　
本
　
利
　
一
　
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


